
1、 本園の教育目標 「幼稚園教育要領」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」に基づき、本学の建学の精神「よいこのこころは　ちくしのこころ」を育む。

　　（１）父母に感謝し、祖先をあがめ、天地の恵みに感謝する子どもに育てる。〔愛〕

　　（２）健康でたくましくしかも集団の中にあってのびのびとして子どもに育てる。〔勇気〕〔親和〕

　　（３）生活に必要な能力や態度などを身につけ、感性豊かな子どもに育てる。〔知性〕

２、 中期経営目標と本年度の重点目標

　　中期経営目標　　ワンランク上の保育者の資質や能力の向上を目指す（園内研修を通して）

３、 本年度の評価項目の達成状況及び取り組み状況

評　価　　A達成している　　B:概ね達成している　　C：一部改善を要する　　D:改善を要する

基準 取組指標 取組結果 基準 成果指標 成果 総括評価 取り組み結果・成果などに関する教職員の主な意見

（年少組以上）

自分たちの遊びに運動的な遊びを

取り入れ、年齢なりにあそびを

考えたり挑戦をしたりする姿が見

られるようになった。

（満三歳児以下）

その年齢なりに全身や各部位を

使った運動あそびを喜んでする

ようになった。

（年少組以上）

運動的なあそびをやってみる

ようになった。

（満三歳児以下）

保育者の真似をしながら、

運動的なあそびを喜んで

するようになった。

保育者や友達に誘われると一緒

に遊ぶようになった。

実践した結果を学年（幼稚園部 

・保育園部）で報告し合い、

より運動的な遊び方を工夫する

ようになった。

4

1

2.6 C

終礼で１５分間エピソードトークを

する。
2

身近な保育者と保育や園児につい

て気軽に意見交換をするように

なった。

全体や各部所で勤務状況に合わせ、

学年の代表として、１学期に１回は

園内研修に参加する。
1

求められると自分の意見を言うよ

うになった。

3
お互いの意見を尊重し、気づきや

学びを行動に移すようになった。

3.1 B

3

日常的に保育者間で運動的なあそび

についての話をし、年齢や発達に

あったあそびを保育に取り入れる。
3

2

園児の姿から、実践したあそびがク

ラスの状況に合ったものかを自分で

調べたり考えたりする。
2

運動的なあそびの面白さを感じる

ようになった。

1

4
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4

園児の声やあそびから、運動的
なあそびに繋がるようなあそび
の展開を考え、提案したり環境
の構成を工夫したりする。

2.7

運動的なあそびの知識を得る。
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1

1

あそびのリーダーとなり、遊びを紹

介したり、みんなで実践したりす

る。

1

園内研修での学んだことを情報共有

し、自分の保育に活かす。

1.9

令和５年度　自己評価結果の学校合関係者評価委員会への報告

　　重点目標　①運動的なあそびを楽しむ保育の展開　　②一人一人の発達に即した指導の充実　　③保護者と協働的な関係性を生み出す工夫

重点的に

取り組む

目標
評価項目

評価指標　及び　評価結果 自己評価結果
次年度へ向けての改善策

<年少組以上>

〇昨年に比べて意識的に運動遊びを取り入れるように

なった。その中でも子ども達の育ちや興味に応じたあそ

びやクラス全体で体を動かして遊ぶことが増えた。また、

他クラスや他学年の遊びに参加するなどあそびの幅や友

だち関係が広がった。

〇子ども達の姿から保育者があそびを提案することが多

く、発展的な姿やクラス独自の取り組みまではあまり見

られなかった。

＜満3歳児以下＞

〇保育者が手本となり、楽しんで体を動かすことを繰り

返し行っていく中で、真似をして体を動かす姿、楽しん

でする姿が見られるようになった。

〇感覚遊具やプールスティックを使ったり、動物のま

ねっこ遊びを行い体幹が強くなる遊びを積極的に取り入

れた。1学期に比べると生活の中で障害物を自分で避けた

り、つまずいてもバランスをとったりすることができる

ようになり、体幹が身についていることを感じる。

〇園内研修は15分エピソードトークから始めたが、2学期

中頃になるとできなかった。しかし、学年の保育者間で

その日のあそびについてその他の保育者からも様々な意

見や考えを聞き学んだりすることができた。周りの先生

方から保育に対する思いや経験のある先生方の話を聞く

とそんな考えもあるのだと実感した。自分の保育の中で

も活かしていきたい。

〇3号保育では手遊びを発展させて運動遊びにつなげる取

り組みを試みた。年齢にあったものであったかなどの反

省をし、互いに意見を報告し合った。学びを深めていく

〇月のたよりや週の計画で促されて取り入れる

こともあったが、全職員が意識をもって年齢や

興味に合わせた運動遊びを日常的に取り入れる

計画・実践することができた。その中でクラス

内だけではなく、他クラスや他学年と一緒に遊

ぶ姿も見られ、お互いによい影響や刺激があり、

子ども達の遊びがより充実したものになったと

感じる。

〇全体的にクラス独自のあそびの工夫や展開が

あまり見られなかった。子ども達が自分たちの

あそびに運動的なものを取り入れるまでには至

らなかったので次年度に期待したい。

〇体を動かすことを園で積極的に取り入れるよ

うになったが体の発達を促すための目的に意識

のもち方の違いがあったように感じるため、ど

のような育ちを願っているのか保育者間で共通

理解できるようにしていきたい。

〇園内の研修会は幼稚園部・保育園部の時間の使

い方が難しく、なかなか上手く計画することがで

きなかった。夏休みなどの長期休暇を利用して計

画したり、お互いに研修会をしたい議題がある時

には気軽に申し出ができる雰囲気を作ることも心

がけたい。

〇学年間で取り組んだあそびを共有し実践したり、

保育者同士で相談し合えるようになったりと学び

合いの機会が増えたことはよかったと思うので今

後も続けていきたい。



　　　　〇は、特別支援を必要とする園児の変容を示す

個々に合わせた支援計画を立てる。

４、 学校関係者評価委員による評価及び意見       ５、 ま　と　め

〇令和5年度自己評価結果や次年度へ向けての改善策等を拝見させていただき、子どもたちが、教職員や友達や保護者

　と中で「自分でやってみる」「考えて遊びを作る」など楽しく主体的に活動できていると感じました。園内研修で

　意見交換したり情報を共有したりして、教職員間のコミュニケーションを大切にされています。個別の援助に関し

　て、日々の記録や個別に合わせた支援を行うことで、保護者との信頼関係を築くための努力が感じられました。子

　どもを見極めるのが難しいことや援助方法で戸惑うことがあると記載がありますが、試行錯誤しながら保護者と連

　携を図り、質の向上を図る努力をされていると思いました。最後に地域への情報提供のために月のたよりを地域に

　郵送でいただき、園の取組みに対する情報が得られるようしていただきありがとうございます。教職員の皆様が園

　児一人ひとりのために、お忙しい中日々対応を考え保育されていることを感じることができました。

〇先生達が園児さん一人一人に目を配りながら園児さんがのびのび活動できるように配慮されていました。基本姿勢

　のもと安全管理も十分で園児さんが安全に過ごせるように徹底されていました。

〇子ども達の成長・発達を見ながら配慮していることがよくわかる。園児のエピソード等も共有しながら、また保護

　者に幼稚園に興味をもってもらえる取り組みをして子どもを支える配慮がされている。

〇園庭だけでなく園外保育で園児たちの外遊びやそれに保護者が参加していただくことを今以上に増加することに

　よって園とのかかわり合いもできる。

〇欠席などはアプリで行いその後、確認のために先生から保護者に連絡する方がスムーズでは。

4

園への理解や信頼関係が深まり、

育ちを共有することで子育ての楽

しさや悩みを話す保護者が増えて

きた。
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B

3
個々の育ちを大切にしながら、必要

に応じてその姿を個別に伝える。
3

園での生活習慣やあそびを家庭で

もしてみるようになった。

2
クラスだよりやホームページで園児

の育ちや保育（あそび）のねらいを

知らせる。
2

園での活動（あそび）や園児の育

ちに興味・関心をもつようになっ

た。

1 園児の様子を保護者に話す。 1
保護者が園での我が子の様子に興

味をもっている。

4
折に触れ、園行事や保育体験など、

保護者に参加したくなるような働き

かけをする。

3.2

B

・当該児に伝わるように思いを伝

えたり表情で伝えたりするように

なってきた

3 3

〇保育者の言葉かけや視覚的な教

材を見て、１日の生活の見通しが

少しずつもてるようになった。

・当該児の特性に応じて、受け止

めようとする園児の姿が見られる

ようになってきた。

2
家庭や保育者間で連携をとりながら

特性を把握し、援助方法を考える。
2

・学級の他の園児が、支援児の特

性に気付いてきた。

1
園児のあそびの傾向や日常の姿を記

録する。
1 喜んで登園するようになった。

　・は、学級の他の園児の変容を示す
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4

心地よい園生活が送れるように意欲

につながる言葉かけをしたり、視覚

的に理解できる教材の準備や園児の

様子に合わせた環境構成を行ったり

する。

3.3

4

〇自分の思いを簡単な言葉や行動

で表現し、コミュニケーションが

少しずつとれるようになった。

3・1

〇当該児は、好きなあそびを見つ

けて遊べるようになった。

〇学期ごとに個別の支援計画を立て子ども達が安定した

気持ちで園生活を過ごすことができるようにしてきた。

一人一人の特性・性格などを理解し、フリースタッフと

も共有できたことでより適した援助・配慮ができた。

〇研修を重ねたことで、一人一人の意識が高まり保育室

の環境を整えたり援助を考えたりしたことで一人一人の

子ども達が過ごしやすくなったのではないかと感じる。

また、保育者が子ども達をゆったりと受け止められるよ

うになっているように感じる。

〇クラスの子ども達も支援児の特性について少しずつ理

解をもち優しく接する姿が見られ保育者自身がインク

ルーシブ教育を意識しクラス全体での育ちを考えるよう

になった。

〇保育参観で保護者の方が絵本を読んでくださったり、園行

事の準備や片づけにたくさんの保護者が協力してくださった

りし、園に関心をもっていることを感じた。

〇ホームページに掲載している子どもの様子の写真を見て、

家庭での様子を話してくださったり気軽に相談をしてきたり

する保護者が増えた。

〇3号保育は連絡帳を通して園と家庭のあそびや様子を共有す

ることができた。また、保護者との対話を意識的に行ったこ

とで相談を受けることが増え、より連携を図ることができた。

〇保護者の保育体験については、3学期より始め、予想以上

にたくさんの保護者の方が参加してくださり、お互いに楽し

い時間や経験になった。

〇研修を重ねたことで一人一人の意識が高まり、

保育室の環境を整えたり、援助の方法を考えた

りし、子ども達も過ごしやすくなったと思う。

しかし、支援の意味の理解や場面・個人に合わ

せた支援方法の理解がもっと深まっていくよう

に努力する必要がある。

〇クラスでは個別に関わる園児とクラス全体の動

きとのバランスは適切であったかが、今後の課題

だと感じた。

〇次年度は園の理解や子育ての楽しさを共有で

きるよう無理のない範囲で一年を通して計画で

きるようにしたい。

〇園での取り組みに興味をもつだけでなく家庭

でも一緒に取り組んでいただけるような支援の

方法を工夫していきたい。

〇今年も各々の保育教諭が課題をもち、思いをもって取組指標や成果指標の作成に当たった。

○運動遊びは一学期、二学期と月を追うごとに戸外での遊びも活発になり、遊びのチャレンジカードを作る

など子ども達が進んで戸外遊びや運動遊びにチャレンジできるよう環境や教材の工夫などもがみられた。

惜しむところはリーダー的保育者が園内研修を設定しないと学びが途切れてしまったところであり、今後

の課題である。

○平成２８年度から継続してきた特別支援の園内研修に関わる取り組みは細やかな保育教諭の関わりや環境

の工夫などにより、支援児とそのクラスの園児が共に育ちがみられたことはとても大きな成果だと思う。

〇保育体験を計画したところ予想外に希望者が多く、楽しい保育が展開された。このことは園児にとっても

保護者にとっても実りある経験になったと思う。来年につなげていきたい。

○他にも昨年と同様に、保護者の連絡ツールとして欠席連絡などICT化を望む声が多く聞かれた。対話の機

会が少なくなった今、欠席連絡の時でさえ保護者の声から様々なことを察知し、保護者にかける言葉を選

んで向き合ってきた。対話とICT化をうまく活用していきたい。


